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これまでの取り組み 目標を達成するための取り組み 目標とする平和教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被爆７０年を過ぎた今、これまでの平和教育を見直し、これからの世代に向けた新しい平和教育の指針を作成する。 
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心を耕す（友情、信頼、寛容、生命の尊さ、相互理解、国際理解、国際親善など） 
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③考える 

④実行する 
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行動する 

・被爆の実相についてより深く学ぶ 

・核兵器を取り巻く世界の現状について学ぶ 

・意見交換等で議論を深める 

・身近な人へ伝える 

・世界に向けて発信する 

関係課 

 
              

関係機関 教育機関（長崎大学など）、RECNA、平和推進協会、その他有識者など 
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被爆体験講話、祈念集会、総合的な学習の時間での平和学習など 

あじさいノート 

平和ナガサキ 
小学生版（3年生から６年生） 

中学生版（全学年） 

写真パネル展 

少年平和と友情の翼 

青少年平和交流事業 

平和学習発表会 

子どもゆめ体験 

広島・長崎子ども会親善交歓会 

学校教育課、被爆継承課、平和推進課、国際課 

被爆継承課、平和推進課、国際課 

平和教育手引書 

平成２９年度の予定 
 

「平和教育手引書」の作成  
 

       

 
・各教科  

・道徳  

・特別活動 

・ICT活用 

・平和ナガサキ 

・STEP 

・被爆体験講話 

・紙しばい  等 

手引書の作成 

振り返り 

教材の修正 

・研究協力校での実践 

・授業参観と関係団体との

意見交換 

・ナガサキユース代表 

・ピースボランティア 

・ＲＥＣＮＡ 

・大学教授 

・被爆者の方 

・家族、交流証言者 
          など 

平和ナガサキの改訂 
これまで平和教育の教材として使用してき

た「平和ナガサキ」を次のように改訂する。 

・児童生徒の主体的な学びを促すため、ワーク

シートを多く取り入れる。 

・小学生版（３年生から 6年生で使用） 

 中学生版（全学年で使用） 

 

○平成 29年度 

 様々な方の意見を伺いながら、平成 30年 2

月末までに原稿作成。 

 

○平成 30年度 

 平成 30年度予算議決後に印刷発注を行い、

平成30年5月末までに各小中学校へ配布。 

青少年ピースボランティア育成事業

（県外派遣含む） 

高校生

平和大

使等 

 

レクナ

サポー

ター、 

ユース

代表団 

出前講座 

家族・交流証言の育成及び活動支援 

平和案内人の育成及び活動支援 

被爆体験を朗読する「永遠の会」育成及び活動支援 

全小中学校での共通実践 

知る 

感じる 

次世代を対象としたプログラムの充実 

平和発信力のある人材の育成 

 

自分の感じたことを自分の言葉で伝える、行動に移す 

自分で考える 

被爆体験の継承・平和の発信・平和の創造 被爆体験の継承・平和の発信 

教育委員会 原爆被爆対策部 
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